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・ ・1・ 瞞 實驗胴 近 ・樋 な韻 阪 嚇 、， ・。・疵 、、旛 … L の 外 套腔 中 ・・鵬 す る

　　　　 ・．　 　 llopiDpla・na 　inQuili・）ut （IYHEF ．［，F，R ）一
種が あ るの み で あ る。カ ヒ ヤ ド リウ ヅ ム シ は 生 態 的 に

　 ・　　　　　 前記 の Ho 卿 卿 珊 とか な り類似 して興 味ある もの が ある か ら．そ の 形 態 と併せ て こ N　1τ　th

　　　　　　　　單 に郷紹介 しよ うと思 ふ e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I．生 　　　　 態

　　　　　　　　　イ シ ダ タ ミ は 我 國の み な らす世界 に廣 く分布 して ゐ る小形の 卷貝 で
，

・
干潮線の 岩に 多數の

　　　　　　　　群 をな し て 棲息 して ゐ る。こ の ウ ヅ ム シ は四季 を通 じて共の 外套腔 に 見 臨 され，一個 の 貝 に

　　　　　　　　1− 5 匹 の 若 V・個體及び充分成長 した 個體が同時 に 宿 つ て ゐ る。其 の 見出 され る割 合は 今迄

　　　　　　　　調 べ た 範圍 で は ， 秋 が 最 も多 く約 50％ に 及び ，春 は 約 10％ で あ っ た。イ シ ダ タ ミ の 外

　　　　　　　　に ク マ ノ コ ガ ヒ 　
’Tegidlce　 e．nttnti｝ostig7nts （八 AD ．Sls ）及び イ ボ ニ シ 1翫 傭 t・iS）n？sloso　clcevigeTa

　　　　　　　　（K 船 TE 民 ） に も極 く稀 に 宿 つ て ゐ る が，此 等 の 貝 と同 じ場 所に 棲息 し て ゐ る ク ボ ガ ヒ ・ス ガ

　　　　　　　　 ヒ ・タ マ キ ビ ・ウ ミ ＝ ナ ・イ ソ ＝ ナ ・ア マ ガ ヒ ・ア V ヲ ブ ネ等の 卷貝 に は未だ 一度 も見出されな

　　　　　　　　か っ た ．外套腔 内 に 於て は 普題 鰓 叉は その 近 くの 外 套膜上 に静止 ，或は 匍匐 し て ゐ る が ，
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　1932 年 9fi ，薯者が イ シ ダタ ミ 〕1加 o砺 画 ll面 θ L 丁NNS に就 て 或實驗 を して ゐ た時，そ

Pク蔭 腔 中囘 ・ さな皴 腸騒 の 一種縮 つ て ゐ るの 膿 見 した湛 後 講 国曜 べ た と こ

ろ、こ の 種は Sエ翼 瓜 BOCK が ］91．1 年 の 4 月か ら 5 月 の 間 に
， 三 崎の 磯で 自在生 活 の もの と

して 探集
’・記載 した カ ヒ ヤ ド リ ウ ヅ ム シ （新稱 ）Styloelt・opksn ‘り 〕rss・illα Bo σK に一致 す る事が

判 つ た。　
』

　多慶腸渦蟲で 純然た る寄生 生活 を し て ゐ る もの は未だ知 られ て 居 らす、又 ，共棲的關係 に
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時 に は外套腔の 奥深 く居 る事 もある。外 套腔 は 此の 渦 蟲 に と つ て は ， 渦蟲類の 通性で ある

negative の photetropism に適 した安全 な避難所 で あ り， 又，共處に 於て 豐富に 食物 を得 る

事が 出來る の で あ る。此 の種 も Hoploplana の 如 く、 外套腔 中に 排泄 され る イ シ ダタ ミ の 諸種

の 排泄物 を食物 と して ゐる の で
， 特別 に宿主に害 を及ぼ す事は無V ・ らしLae 其故 ，

こ の 渦蟲

と 卷 貝 との 關係は所謂片利共棲 なる範疇 の 下に ノ、 れ られ る。一年を通 じ て 外套腔内に其の 卵

を發見しなか つ た事 と ， 春か ら夏 に か けて渦蟲の 體内 に 多 くの 卵及 び 精絲 を見 る 黜 か ら考 へ

て ，こ の 種 も HOI〕lopla−na と同樣 に ，生殖時期に は貝 よ り出て 磯の 岩或は其他 の物 へ 産卵す

る ら しい 。共 の 卵塊はか な り注意 して探 して み たが 未だ 見付 け る事が 出來なか つ た。卵か ら

孵化 した幼形は 近 くの イ シ ダタ ミ を求 め て そ の 外套腔に 入．り，充分成長 す る まで 止 まる の で

あ ら う。BocK が三崎 の 磯で 探集 したの は 、こ の 外部 へ 繊 て ゐ る時の 個 體 で ある。

　　　　　　　　　　　　　　　 II「形　　　　 態

　 髓 ぱ楕圓形で 厚 く，充 分成長 した もの で 長 さ 4mm ．， 輻 2mm ，位 で あ る。觸 角 は 1 對

あつ て 短 い 圓錐形 を呈 し，前縁か ら體長の 凡そ ％ の 所 に あ る。其 の 基部 に 圓V ・集團 をな して

F培，1　 驫ylochoplana

pvsilla　背面圖　x　20

10 − 20 個 の 眼 點 tentaeu 】ar 　eye −SPDts が ある。その 外 ， 其 の 内側

腦域に於 て左右の 2 縦列 をな して 眼點 cerebral 　eye −spots が 散

在 して ゐ る e

　體色は淡褐 で 特 に 背 中線 に 滑ふ た 腸 の 幹嚢 及 び 共の 分岐が や

N 濃 い 褐色 を呈 して ゐ る。之 は 腸壁細胞 中に 存在す る 色素 tc起因

す る もの で あ る。

　表皮は背腹面 と も厚 さ 10μ 位 で 多數の 桿羝體を包藏 して ゐ る。

咽頭 は 長さ・幅・高 さと もに 比 較的大 で
， 體 の 中央部，體長の 約 鳬

を占 め て ，咽 頭腔内 に 懸垂 し，中央の 口 を以 て 外 界 に 開い て ゐ る。

腸の幹嚢は咽 頭の 背方 に滑ふ て 存在 し，左右 に 數封 の 腸枝を派 翫

し、 之は 更に 小枝 に 分 岐 して ゐ る。

　睾丸 は胞歌 をなして 主 と して 體の 腹側に分布 して ゐ る。左 右 1

對の 輸精管は體の 後方陰莖の レ ベ ル か ら螺旋厭をな して前 へ 伸び ， 咽 頭 の 後端近 くで 急に 内

後方 に 曲 り、中央線 に於 て 左右絹合 して
一

つ の 共通 管とな る。 こ の 管は 直 ちに 厚 い 筋肉暦で

包 まれた楕圓形の貯精嚢に開 く。之は 後方 に 細管を經 て 矢 張 り筋 肉居 で 包 まれた prostatc

yesic ：le トこ つ y“く。こ の 後端は耨び 細管 とな り、 小 さな 圓錐形の 陰莖 を通 つ て 雄性生殖 腔 に

開い て ゐ る。雄性生殖腔 は圓筒形 をなして J 後方 よ り體長 の 凡 そ 1
／3邊 に開 口 して ゐ る。陰莖

は stylet を有 して ゐない 。

　雌性生殖孔は 雄性生殖孔 に 接 して 直後 に位 し、背 方 に 向 つ て 腟 を形 成す る。腟は S 字型
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をな して體 の 前方 雄性生殖器 の 背方 に彎曲 し，貯 精 嚢 の 後端 に於て 急 に後方 に 向ひ ， 直 ち

に unpaired 　uterine 　 duct，を 受け る。それ よ り管 は 更 に 後 方 に 伸 び て Lang ’

s　glandular

yesicle （或 は aeuess ・ ・ y　 vesicle ） へ 連 なる． こ の 喇 懐 ；ま雌

性生殖 腔 の 直後 に位置 し，比較的大 き い ク ・ 一バ ー形 を して

ゐ るlUi）paired　nterine 　duct は 左 右 の 子 宮 u †erus に 分れ ，

其 の 各 々 が 更 に 二 つ づ S に分岐する 。 外側の 1 對は 略 1 咽

頭 の 後端 に 到 り， 内側 の 1對 は 咽頭腔の緯 に 滑ふ て 腦域 ま

で 達 して ゐ る 。 卵巣は 多 くの 球欲小體をな して 鱧 の 前 孚背腹

に渡つ て 散在 して ゐ る。

　絡 りに 多岐 腸渦 蟲 で 他動物に關聯 して 見出された種 類 の 主

な る もの を次 に列擧 して お く。
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・
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B （｝UCREY の 宿 つ て ゐ る 貝殻 中 に 共 棲 ； 9！抑 ご1鵬 祕 ↑
’
a
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　1．　垣旦頭　　2．輸 精管　　3．子 宮

　 4．Unpaired 　 uterine 　duct
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th（emnion の 上 に棲息； Planeedi’ct・　pell
．
〜磁 〜α （｝IERTExs） カ ツ ヲ ノ カ ム ム リ VeteZlaに 附着して

之 を喰ふ 。

文 獻

BoGK
，　S．1913　Studie［1 〔iber　Polycladen．　 Zoologiska　Bidrag　fr員u　Uppsala　Bd，2，

．．．．．．．．
　 1924　Eine　neue 　SeylocJzoplan．α aug 　Japan ．　 Arkivf6r　Zoologi　Bd ．16，　No ，7．

　　　　　　192　　Papers 　from　Dr ．　TH ．｝loRTE漏 EN
，
81

）
acific　Expeditioli　1914−16

， 25．？lanarians，

　 Part ユー3、　Vidells，］Iedd．11at ．　For ．，　Kjabenha ，　vn
，
　Bd ．19，

　　　　　　1926　EinePo1Fc 】ademit 　musku ユ6sen 　DrOsenorgaDell　rings 　um 　den　K6 τper．　ZIり Dl，　Anz ．

　 Bd，66，

GRAFF ，　L 　von ／892　Pelagische　P ・】ycladen，　Zeitschr．　f．“
Tiss

．　Z・。L　Bd．55，

　　　
．．．

　工903　D三GTurbellarien 　 a 】s　ParaSiten　 und 、、
▼irte，　 Graz．

SuRFACE ，　F・1907 　 The 　early 　deve】・pme ・ t 。f ・ p・15・c1・d
，飾 … ‘8r α 呶 ・ぜ琵’

．
協 Wh ．　P ・・c．・．“、ead ，

　 Nat ・Seience　l〕hi］ade1Pllia 　Vol．59．

WHEELER
，　W ．　M ．工S94　 Planoee」

’a 　inguilina，　 a　 1コ。ISe］ad 　inbabiting　 the　bra］］c，hiaL　 chamber 　 of

　局’co ♂∫〃己ls　eanalicUJatus 　Gi 】1．Journ ．of 　Llorphol．Vol ．9．

魂
欄
、

謡
翔

網

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


